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1. 会社紹介
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1. 会社概要

3

• イデア・コンサルティングはハイエンド・ソリューションとして⾼付加価値サービスをお客様にご提供することを⽬的に、
富⼠ソフト株式会社の出資により設⽴されたコンサルティング・サービス会社です。

イデア・コンサルティング株式会社（iDEA Consulting Inc.）
・設⽴︓2010年 6⽉ 1⽇
・資本⾦︓3,000万円 富⼠ソフト株式会社90%資本系列）
・本社所在地︓東京都千代⽥区神⽥松永町19 秋葉原ビルディング6階
・社員数︓約140名
・ホームページ︓ http://www.ideacns.co.jp/

・事業概要︓
ü 基幹系システム、業務系システム、周辺ソリューションに関わる

コンサルテーションおよびシステム開発・導⼊サービス
ü ERP導⼊コンサルティング 〜 開発・保守、受託開発
ü データ分析⽀援

・会社沿⾰︓
1998年 4⽉ 富⼠ソフトABC㈱（現 富⼠ソフト㈱）でERPセンター設⽴

富⼠ソフトグループでERP事業開始
1999年 4⽉ ダイヤモンドコンピューターサービス㈱（現三菱総研DCS㈱）と

富⼠ソフトABC㈱（現 富⼠ソフト㈱）との合弁により
「ダイヤモンド富⼠ソフト㈱」設⽴

2000年 4⽉ Oracleソリューション事業を開始
2010年 6⽉ Oracleソリューション部を独⽴

イデア・コンサルティング株式会社を設⽴
2012年 1⽉ アマゾン ウェブ サービス ®（AWS）を活⽤したOracle ERP 

「JDEdwardsEnterpriseOne」の導⼊サービス提供開始
4⽉ 仮想デスクトップクラウドサービス「iDEA Desktop Cloud」を販売開始

2017年 1⽉ ISO/IEC27001認証取得
2018年 7⽉ Oracle Award 2018 を受賞

・取扱プロダクト︓
≪クラウド≫

ERP - Oracle ERP Cloud（FIN、OM、INV、PO…）

EPM - Oracle Planning and Budgeting Cloud 
Service(PBCS)

BI - Oracle Analytics Cloud
- Autonomous Data Warehouse Cloud

CX - Sales Cloud
- CPQ Cloud (Configure, Price, and Quote)
- Engagement Cloud
- Customer Data Management Cloud

≪オンプレミス≫
ERP - JD Edwards EnterpriseOne (JDE)

- ORACLE E-Business Suite (EBS)

EPM - Oracle Hyperion Planning

BI - Oracle Data Visualization Desktop(DVD)

http://www.ideacns.co.jp/
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2. 導⼊の背景
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2-1.導⼊の背景 －業界の外部環境の動向ー

お客様の興味関⼼の⾼い IoT、AI、RPA など最新テクノロジー活⽤が求められ
これらを “どのようなシーンで”、”どのように”、 “どのような技術で”
可能となるのか求められている

2 最新テクノロジー活⽤

• 初期導⼊期間を短縮可能なシステムの採⽤ ※⼀年かけていては遅い
• パッケージのベストプラクティスの活⽤
• 業務定着化を早期に実現可能なプロジェクトアプローチの採⽤

3 導⼊効果の早期獲得

1
クラウドファーストが定着しIaaS利⽤が常識となりつつある中
業務運⽤において、独⾃システム構築するSiから提供されたサービス（SaaS）を利⽤し
業務運⽤する事が主流に

クラウドファースト

5

主として３つのポイントが重要と考えています。

• 単⼀のサービスを提供するだけのIT業者は市場から淘汰される時代である。
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2-2.導⼊の背景 －経営課題ー
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従業員満⾜度Up

新規事業⽴上（開拓）
マルチスキル化

マネジメント層の育成

売上・シェア拡⼤

収益性向上
品質向上

採⽤強化

営業⼒強化

顧客満⾜度Up
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2-3.導⼊の背景 －経営課題まとめー

• 中⻑期計画⽬標として富⼠ソフトグループの中核として安定し効率的な企業運営を⾏い事業規模拡⼤。
• ビジネスモデル（市場）の変⾰（変化）に必要な情報分析の強化・迅速化、業務の標準化、システム運⽤負

担の軽減。

更なる事業拡⼤

ビジネス
・収益性の拡⼤
・経営の多⾓化
・最新テクノロジー活⽤

⼈財
・本業への集中
・マルチスキル化

５年後の姿 課題

①可視化
経営の可視化の実現

②保守性向上
システムの運⽤・
保守性の向上

直近で実現すべき事

• 経営の重要判断基準となる情報をダッシュボードで視覚化
• リアルタイム性の⾼い経営情報の把握
• 経営課題の迅速な把握。早期に対策を講じる仕組み

• システムの運⽤・保守の低減
• 本稼働後の、運⽤・保守⽀援を実施可能
• 社員は、新しい業務要件の解決に注⼒

⼿に⼊れるために必要なものは・・・

7
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2-4.導⼊の⽬的①

• 技術部⾨、管理部⾨ の⽬的を設定しました。

8

①プロジェクトの損益の⾒える化
②グループの損益の⾒える化
③管理者の負荷軽減し、本来の役割（部下ケア）の実施

■技術部⾨

①柔軟かつ詳細な予実分析
②管理会計基準と運⽤⽅法の統⼀

■管理部⾨
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2-5.導⼊の⽬的②

• ITコンサルティング会社として、もう⼀つの⽬的がありました。

9

⾃社で抱えている課題を
⾃社で取り扱うソリューションで解決

顧客⽬線で導⼊をすることで
お客様に⾃信を持って提供できる
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2-6.選定理由

• 弊社社員の取得している知識・実績では複数のパッケージ製品がございますが、
以下が、Oracle ERP Cloud + 予算管理クラウドを選定した理由となります。

10

① ADD-On、カスタマイズせずに導⼊可能であること︕ ( I/F,帳票除く )
Ø バージョンUp時にADD-Onのために費⽤をかけることはしたくない。

② セキュリティ対応が不必要であること︕
③ 短期導⼊が可能であること︕
Ø 従来のように１年かけていては市場から置いて⾏かれる。

④ 売れる （売れている）製品であること︕
⑤ 段階導⼊が可能であること !
Ø 販売管理導⼊時に財務会計を再設定したくない。
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3. プロジェクト概要
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経営会議資料
部⾨運営資料

フォーキャスト

3-1.プロジェクト概要 －導⼊前ー

12

勤怠管理
システム

財務会計システム （ JD-Edwards ）

販売・購買・プロジェクト管理
経費精算（ 他社パッケージ ）

プロジェクト情報⼊⼒

会社共通
経費・給与⼊⼒

配賦情報取得

配賦情報⼊⼒

I/F

販売・購買・経費
仕訳⼊⼒

販売・購買・経費
仕訳情報取得販売・購買・経費

情報取得

プロジェクト
情報取得

課題︓
• 経理部⾨での⼿⼊⼒が多く、⾼負荷でもあり⼊⼒ミスが発⽣
• インターフェースは⼿動連携
• マスタの⼆重管理

営業⾒込
情報取得
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3-2.プロジェクト概要 －導⼊後ー
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勤怠管理
システム販売・購買・プロジェクト管理

経費精算（ 他社パッケージ ）

プロジェクト情報⼊⼒

I/F

会社共通
経費・給与⼊⼒

販売・購買・経費
情報取得

プロジェクト
情報取得

効果︓
• システム間の⼿作業⼊⼒の削減
• リアルタイムなデータ参照・帳票出⼒

営業⾒込
情報取得

uSonar※１
取引先・仕⼊先情報

※１︓「uSonar」は、ランドスケープ社が提供する
820万拠点の企業データベースを含むクラウドサービスです

経営会議資料
部⾨運営資料

仕訳I/F

財務会計システム



© Copyright iDEA Consulting Inc. 2019

対象業務 N⽉ N+1
⽉

N+2
⽉

N＋3
⽉

N+4
⽉

N+5
⽉ ⽉ ⽉

N+6
⽉

N+7
⽉

マイルストーン

★
Kick Off

データ
移⾏
予定

★
予定
GoLive

★
GoLive

（財務会計）

PKG機能
確認選択

設定とプロトタイプの繰り返し データ
移⾏

帳票
要件
整理

既存システムとの連携
開発

既存システムにて利⽤

新システム連携

（経営資料/シミュレーション）

3-3.導⼊スケジュール

14

お客様対応により、⾃社開発
要員がアサイン出来ず休⽌

• 導⼊開始から、約6か⽉で導⼊完了しました。
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4. 導⼊効果
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経営会議資料
部⾨運営資料

フォーキャスト

4-1.導⼊効果 ー導⼊前ー

16

勤怠管理
システム

財務会計システム （ JD-Edwards ）

販売・購買・プロジェクト管理
経費精算（ 他社パッケージ ）

プロジェクト情報⼊⼒

会社共通
経費・給与⼊⼒

配賦情報取得

配賦情報⼊⼒

I/F

販売・購買・経費
仕訳⼊⼒

販売・購買・経費
仕訳情報取得販売・購買・経費

情報取得

プロジェクト
情報取得

課題︓
• 経理部⾨での⼿⼊⼒が多く、⾼負荷でもあり⼊⼒ミスが発⽣
• インターフェースは⼿動連携
• マスタの⼆重管理

営業⾒込
情報取得
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販売・購買・経費
仕訳⼊⼒

4-2.導⼊効果 ー導⼊後ー
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勤怠管理
システム販売・購買・プロジェクト管理

経費精算（ 他社パッケージ ）

プロジェクト情報⼊⼒

会社共通
経費・給与⼊⼒

配賦情報取得

配賦情報⼊⼒

I/F

販売・購買・経費
仕訳情報取得販売・購買・経費

情報取得

プロジェクト
情報取得

営業⾒込
情報取得

削減⾒込
４時間/⼈週

削減効果
８時間/⼈週

削減効果
5時間/⼈⽉

削減効果
5時間/⼈⽉

効果︓
• システム間の⼿作業⼊⼒の削減
• リアルタイムなデータ参照・帳票出⼒
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4-2.導⼊効果 －他、何が変わったかー
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①セグメント毎の分析が可能に
⇒プロジェクト毎に属性を持たせて分類別管理

②経営会議での判断早期化
⇒リアルタイムで数字的判断が可能

（データ品質が向上し、数字根拠が即確認可能になった）

様々な視点からの分析
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4-3.作成帳票⼀覧
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• Oracle ERP Cloud + 予算管理Cloud導⼊により、いつでも、時間かけずに最新データの出⼒が可能となり
ました。
以下は作成した帳票の⼀部を紹介します。

No フォーム 説明
1 全社集計照会 全社の計数確認⽤フォーム
2 グループ別集計照会 各グループの計数確認⽤フォーム

3 セグメント別売上照会 セグメント別売上の計数確認⽤フォーム
(製品別、売上分類別、顧客別、など)

4 ⼯数照会 社員の⼯数確認⽤フォーム

5 プロジェクト別照会 プロジェクトの計数確認⽤フォーム
（セグメント情報も表⽰）

6 グループ着地⾒込作成 各グループの⾒込データ投⼊⽤フォーム
(着地⾒込の原価は社員標準単価と⼯数から算出)

7 グループ着地⾒込前回差異 各グループの前回⼊⼒⾒込値との差異確認⽤フォーム
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4-4.DEMO
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4-5.DEMO
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5. まとめ
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5-1.現時点の所感
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集計作業がいかに無駄であるのか。。。。

アドホック分析の活⽤が事業拡⼤（成功）のカギ

⾒たいものを⾒れる環境は整った

ADD-On、カスタマイズがなくとも運⽤できる
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5-2.新システム導⼊にて確率した導⼊⽅法論

24

• プロジェクト開始時から、実システムを使った「評価選択」による新しい業務⼿順の確認をします。
• 新しい業務⼿順の評価期間を⻑くすることで、システムと新業務⼿順の齟齬を最⼩限に抑えます。

従来の
導⼊⼿法

弊社の
導⼊⼿法

業務要件確認 設計・開発 テスト・データ移⾏ 本稼働
定着化／運⽤

評価選択 精緻化
テスト・データ移⾏

本稼働
定着化／運⽤実システム確認

お客様による評価〜確認〜合否判定

検証

お客様による評価ー確認ー合否判定
ユーザーの理解と、
実際の新しい業務⼿順に
齟齬が発⽣する可能性。

貴法⼈プロジェクト
メンバー

ベンダー
コンサルタント

教育

プロジェクト期間中のプロジェクトメンバーの業務量の平準化、及び業務量の容易な調整がに可能になります。
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5-3.今後の展開について

25

①⼈員変更によるコストシミュレーション

②営業情報、販売管理、購買管理 のシームレスな連携による更なる効率化

③uSoner（企業情報DB）との⾃動連携による取引先マスタの最新化

④RPAやAPIを活⽤した⾃動化処理

⑤Guided Learning の導⼊

⾃動化や効率化出来るものは、ADD-On、カスタマイズせずにパッケージで対応
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5-4.メッセージ
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①基幹システム再構築は、多くのコストと⻑い時間をかける必要があると考えますが
まずは、パッケージオリジナルのまま利⽤しスモールスタートでやってみる

②EXCEL管理からの早期脱却（マクロの達⼈は。。。）

③Try & Error で進めるのがクラウド（SaaS）です。

クラウドをもっと⾝近に感じてみよう
■お客様へ

■Oracle社へ
①導⼊事例の拡充とお客様への展開

②SaaS利⽤料を 真の意味での Try & Error が可能に

③トライアル環境の提供
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Appendix ︓Oracle製品名につて

27

⾃社導⼊時製品名 現在の製品名
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ご清聴ありがとうございました。
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<Insert Picture Here>

本書に含まれる情報は、貴社内部でのご検討、評価の⽬的のために提供されるものです。
貴社内でのご使⽤、複製、開⽰は、この⽬的のために必要な範囲でのみお願いいたします。
貴社との間で正式な契約が成⽴した場合には、当該契約に従い本書をお取り扱いいただきます。
なお、貴社にて既に取得されている情報については、これらの制限は及びません。
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